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大
地
震
で
関
西
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ

　
　
　
　
　
　
　
　
‐
‐
―

物資など今度ﾚは支援
　
二
千
人
を
超
す
と
い
わ
れ
る
死
傷
者
を
出
し
だ
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
・
ス
マ
ト
ラ
島
政
大
地
震
で
、
発
生
か
ら
Ｉ
夜
明
け
た
八

日
、
日
本
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
間
に
支
援
の
輪
が
広
が
り
始
め
た
。
阪

神
大
震
災
で
世
界
か
ら
援
助
の
手
を
差
し
伸
べ
ら
れ
た
神
戸
市

内
に
本
拠
を
置
く
グ
ル
ー
プ
は
「
義
援
金
集
め
た
ど
国
内
支
援

を
中
心
に
考
え
た
い
」
。
ま
た
ア
ジ
ア
医
師
連
絡
協
議
会
（
Ａ

Ｍ
Ｄ
Ａ
、
本
部
・
岡
山
市
）
か
ら
派
遣
の
医
師
ら
は
こ
の
日
、

関
西
国
際
空
港
か
ら
現
地
へ
飛
び
立
っ
た
。
大
災
害
を
ぱ
ね
に

地
球
規
模
の
助
け
合
い
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
結
ば
れ
て
い
く
。

’
阪
神
大
震
災
を
き
っ
か
け
に

被
災
地
・
神
戸
に
生
ま
れ
た
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
グ

ル
ー
プ
「
阪
神
大
震
災
地
元
Ｎ

Ｇ
Ｏ
救
援
連
絡
会
議
」
。
草
地

賢
一
代
表
（
並
四
）
は
「
具
体
的
に

は
決
ま
っ
て
い
な
い
が
、
義
援

金
や
救
援
物
資
を
渠
め
た
り
、

現
地
を
訪
れ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

を
手
助
け
す
る
な
ど
、
国
内
で

で
き
る
支
援
が
中
心
に
心
る
と

思
う
」
と
言
う
。

　
連
絡
会
議
は
、
今
年
五
月
の

ロ
シ
ア
・
サ
ハ
リ
ン
沖
地
震
で

長
期
の
救
援
活
動
を
行
っ
た
た

め
、
新
た
な
救
援
活
動
は
資
金

面
や
人
的
な
面
で
す
ぐ
に
は
で

き
な
い
状
態
。

　
・
し
か
し
、
草
地
さ
ん
か
総
主

事
を
務
め
る
草
の
根
人
材
育
成

組
織
「
Ｐ
Ｈ
Ｄ
協
会
」
で
は
、

こ
の
十
年
間
に
十
人
以
上
の
西

ス
マ
ト
ラ
州
か
ら
の
研
修
生
を

受
け
入
れ
て
お
り
、
現
地
に
は

人
一
倍
思
い
入
れ
が
あ
る
。

‘
。
「
ス
マ
ト
ラ
の
被
災
者
は
復
興

に
対
す
る
不
屈
の
精
神
を
持
ち

続
け
て
ほ
し
い
」
と
草
地
さ
ん

は
話
す
。

　
一
方
、
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
は
こ
の

日
、
現
地
に
医
師
と
調
整
員
を

派
遣
し
た
。
派
退
団
に
は
、
岡

山
市
で
聞
か
れ
て
い
た
「
ア
ジ

ア
太
平
洋
緊
急
救
援
フ
ォ
ー
フ

ム
」
に
参
加
し
て
い
た
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
赤
十
字
の
シ
ャ
リ
フ
・

ス
デ
ィ
ル
マ
ン
医
師
（
四
ル
）
が
団

長
と
し
て
参
加
。
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
の

三
宅
和
久
医
師
（
Ｊ
）
と
服
部
肪

也
調
整
員
（
＝
八
）
と
と
も
に
、
現

地
で
医
療
活
動
を
行
う
。

．
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
で
は
抗
生
物
質
な

ど
医
薬
品
と
医
療
器
具
約
七
十

♂
を
、
岡
山
空
港
か
ら
ヘ
リ
コ

プ
タ
ー
で
関
西
国
際
空
港
に
空

輸
。
同
空
港
か
ら
ジ
ャ
カ
ル
タ

入
り
し
、
チ
ャ
ー
タ
ー
便
で
南

ス
マ
ト
ラ
を
目
指
し
た
。
Ａ
Ｍ

Ｄ
Ａ
は
派
添
団
の
報
告
が
あ
り

次
第
、

‘
要
望
の
あ
る
物
資
や
第

地球規模の行動は
遺
Ａ
派
Ｄ
ら
Ｍ
師
Ａ
医

倒壊した家の関を、負傷した家
族を背負って避難するスマトラ
島の住民。ＮＧＯに支援の軸が
広がる（一口｡イタｰ-）

二
障
の
派
遣
も
行
う
。

　
ス
デ
ィ
ル
マ
ソ
医
師
は
「
日

本
の
友
人
と
救
援
に
向
か
う
こ

と
が
で
き
る
の
は
お
り
が
た

い
」
。

－＆＆・ａ－－－－■－・－

　
ま
ぢ
オ
イ
ス
カ
産
業
開
発
百
島
中
・
南
部
一
帯
で
起
き
た

協
カ
団
（
本
部
・
東
京
都
）
忿
七
日
の
地
震
で
、
被
害
が
集
中

・－〃

告
を
待
っ
て
援
助
物
資
な
ど
、
一

今
後
の
方
針
を
早
急
に
協
議
竪

た
い
」
と
話
し
た
。
　
　
　
］

被ス

　マ　ト
審ラ

本
部
は
八
日
午
後
ま
で
に
、
死

者
七
十
八
人
を
確
認
、
重
軽
傷

者
は
千
九
百
九
十
人
に
達
し
た 死

傷
者

2
0
0
0
人
を
突
破

こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。

　
政
府
は
八
日
、
ジ
ャ
カ
ル
タ

か
ら
救
援
活
動
に
当
た
る
兵
士

や
医
師
団
を
急
派
。
被
災
地
で

の
救
援
活
動
は
本
格
化
し
た

が
、
崩
れ
た
家
屋
の
下
に
は
住

民
が
ま
だ
残
さ
れ
て
お
り
、
死

傷
者
数
は
増
え
る
見
通
し
だ
。

　
対
策
本
部
に
よ
る
と
、
負
傷

者
の
内
訳
は
重
傷
者
六
百
七
十

三
人
、
軽
傷
千
三
百
十
七
人
。

全
半
壊
し
た
家
屋
は
、
被
害
が

大
き
か
っ
た
同
州
西
部
の
ス
ン

ガ
イ
プ
ヌ
市
な
ど
で
約
一
万
棟

と
な
っ
た
。

　
対
策
本
部
は
こ
れ
ま
で
に
ｙ

　
［
ジ
ャ
カ
ル
タ
８
日
＝
共

同
］
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
ス
マ
ト

被
災
地
ヘ
ト
ラ
ッ
ク
三
台
分
の

即
席
め
ん
を
搬
送
。
政
府
も
コ

メ
二
十
諺
、
料
理
用
器
具
、
衣

料
な
ど
の
救
援
物
資
を
送
っ

た
。

･ ■ = ■ a ■

政
府
は
八
日
、
負
傷
者
の
玲
ご

も
、
「
現
地
事
務
所
か
ら
の
郷

Ｕ
た
ク
ャ
ン
ピ
州
の
緊
急
対
策

療
に
当
た
る
医
師
団
四
十
人
を

軍
用
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
で
ジ
ャ
カ

ル
タ
か
ら
現
地
に
派
遣
。
兵
士

も
四
百
人
増
派
し
た
。
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